
令和５年度第１回「ワンチームとやま」 

連携推進本部会議（web）次第 

 

                                  日  時：令和５年５月 18日（木） 

                                        10 時 30 分～12 時 00分 

                                  場 所：富山県防災危機管理センター 

５階大会議室(県側会場)  

                       

 
１  開    会 

 
２ 知事あいさつ  
 
３ 報告事項 
  ・Ｇ７富山・金沢教育大臣会合の開催結果について 

                

  ４ 議  事  

（１）令和５年度連携推進項目の取組み状況、内容について 

（２）県、市町村の行政課題等について 

（３）その他 

 

５ 閉  会 
 

 
配付資料 
資料１ Ｇ７富山・金沢教育大臣会合の開催結果について 

資料２ 令和５年度連携推進項目の取組み状況、内容について 
資料３ 令和５年度本部会議スケジュール 

 
参考資料１ ウェルビーイングの推進について 
参考資料２ 令和４年度連携推進項目の取組み紹介（農林水産物等の輸出促進） 
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令和５年度第１回「ワンチームとやま」連携推進本部会議　配席図
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令和 5 年 5 月 18 日 

経営管理部行政経営室 

 

「Ｇ７富山・金沢教育大臣会合」 結果概要 

 

石川県との共催で実施したＧ７富山・金沢教育大臣会合で「富山・金沢宣言」（概要別紙）

が取りまとめられ、明日 19 日開幕のＧ７広島サミットに引き継がれることになりました。 

 

 

期 間  令和 5 年 5 月 12 日(金)～15 日(月)  ※富山会場 12 日(金)～13 日(土) 

 

主要日程 5/12(金) ○エクスカーション  【富山市内】 

  芝園小学校、高志の国文学館、八尾中学校、ガラス美術館 

  5/13(土) ○オープニングセッション 【富山国際会議場】 

      後半に 「こどもサミット」宣言書に関する意見交換を実施 

    ○大臣会合   【富山国際会議場】 

    ○フォトセッション  【ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ】 

○地元主催夕食会  【ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ】 

 

主な成果    (1) 今後、Ｇ７各国が連携しながら進めていく教育の方向性等が「富山・金

沢宣言」という名称で取りまとめられ、世界へ発信された 

(2) 富山県が政策の柱として位置付けている「ウェルビーイング」の向上

策が宣言に盛り込まれた 

(3) 「こどもサミット」に参加した中学生代表が各国大臣と意見交換する

場が実現し、子どもたちが英語で発表し、質問にも堂々と回答した 

(4) エクスカーションや夕食会等を通じて、高い教育力をはじめ、自然や歴

史、文化、食など本県が誇る多彩な魅力を各国の要人にアピールできた 

 

今後の取組   (1) 「富山・金沢宣言」をふまえ、子どもたち一人ひとりの「ウェルビーイ

ング」を高めるため、教員の確保・配置の充実、意識改革や資質の向上

に加え、学校現場の働き方改革、ＩＣＴ環境の充実等を図りながら、課

題解決型学習や国際交流を推進することで、子どもたちが主体的に考え、

多様な他者と協働しながら解決策を生み出す力を育成する 

(2) 大臣会合にあわせて数多く実施してきた関連事業等を通して、子ども

たちが得た自信と誇りを、県内の子どもたちに広め、大臣会合開催のレ

ガシー(遺産)とする 

(3) 大臣会合の共催地である石川県との連携を一層強固なものとし、富山

県のさらなる飛躍・発展につなげていく 

資料１ 



2023年G7教育大臣会合 富山・金沢宣言（概要）

〇G7各国間で自由・平和、法の支配と民主主義の価値観を共有しつつ、以下の基本的考え方に基づいて、各国で教育政策を進
めていくことで合意した。
・「民主主義や自由、法の支配や平和の礎」としての教育の普遍的価値を改めて共有しつつ、持続可能な社会の創り手を育む。
・コロナ禍やウクライナ侵略で停滞した国際的な人的交流の促進に向けて協働して取り組む。
・ウクライナも含め危機的な状況にある子供（特に女子）や学生が質の高い教育にアクセスできるよう取り組む。
・生成AIを含めた近年のデジタル技術の急速な発達が教育に与える正負の影響を認識する。

③社会課題の解決とイノベーションを結び付けて成
長を生み出す人材の育成
・イノベーションと持続可能な経済成長を促し、社会課題
の解決にもつなげる取組を支援する。
・全ての子供・若者にSTEAM教育等の教科等横断的な教
育を推進するとともに、デジタル・グリーン等の成長分
野の人材育成や起業家教育を推進する。
・より広範な社会的背景と結びついた教育システムを構築
するとともに、子供たちや若者、大人に必要な支援と多
様な教育機会を提供する。

④国際社会の連携に向け、新たな価値を創造するため
の国際教育交流の推進
・初等・中等・高等教育や職業教育におけるG7各国間の生
徒・学生の人的交流をコロナ禍前の水準に回復し、更に拡大
させる。
・大学間の国際ネットワークの進展・深化を通じた質の高い国
際交流・国際頭脳循環の活発化を図る。
・ICTを活用した交流の促進、国境を越えたオンライン学習コ
ンテンツの共有などを推進する。

１．基本的な考え方 〜教育の普遍的価値の再確認〜

２．G7が目指す取組の方向性
②全ての子供たちの可能性を引き出す教育の実現
・デジタルの活用を含めた一人一人の子供に最適な学びを進め
るほか、多様な他者同士が学び合う機会を確保し、子供たち
のウェルビーイングの向上に寄与する。
・各国・地域の事情に応じて、少人数学級の推進や教師が担う
業務の適正化、処遇を含む働きやすい労働条件の整備などを
推進する。これらを通じて、魅力ある優れた教師の確保・資質
能力の向上や学校の指導・運営体制の整備を行う。
・特別支援教育において、障害のある子供と障害のない子供が
可能な限り共に協働的に学ぶための環境整備と、一人一人の
教育的ニーズに応じた学びの場の整備を同時に進める。

①コロナ禍を経た学校の役割の発揮とICT環境整備
・コロナ禍を契機に明らかになった学校の役割が今後も継
続して効果を発揮し、多様で包摂的な社会の基盤形成に
資するよう取り組む。
・自然体験・文化芸術体験活動の機会を充実することで、
子供の社会情動的スキルの向上を図る。
・対面による教育に加え、リアルとデジタルを融合した教
育の促進に向け、ICT環境の整備を継続するとともに、
教師のICTスキルの向上に取り組み、情報活用能力に係
る教育を充実させる。

〇人への投資の重要性を認識し、今後、G7においてハイレベル政策対話の継続的な実施に向け合意。
〇調和と協調に基づくウェルビーイングの考え方について確認。

３．G7における認識の共有



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ７富山・金沢教育大臣会合 

5/12(金)エクスカーション（芝園小学校） 5/12(金)エクスカーション（八尾中学校） 

5/13(土)こどもサミット宣言書に関する意見交換（富山国際会議場） 

5/13(土)地元主催夕食会（ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ富山） 

5/13(土)同伴者向けエクスカーション（勝興寺） 
5/14(日)見送りおわら（富山駅新幹線ホーム） 

5/13(土)地元主催夕食会（ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ富山） 



○ 現状と課題

連携事項名 自治体行政のデジタル化

○目標（目指す姿）

 県・市町村が情報システムを個別に導入

 自治体の基幹系業務システムについて、標準化基準に適合
した情報システムの利用が求められている

 マイナンバーカード取得率の更なる向上が必要
【R5.4.30時点72.7% 全国11位】

 職員間のＩＣＴに関する知識・技能にばらつきがある

課 題

 県、市町村が連携して共同調達やノウハウの共有ができる
体制の構築

 県、市町村が連携して情報システム標準化・共通化に取り
組む体制の構築

 マイナンバーカードの更なる取得促進、利活用の推進

 職員間のＩＣＴに関する知識・技能の向上

現 状

 DXの推進に向けた取組みを県・市町村で共有、取組の支援

 県・市町村の共同調達、共同利用の範囲を拡大

 県・市町村が連携したマイナンバーカードの更なる取得促進、
利活用の推進

 県・市町村職員を対象としたDX人材育成研修の実施

効 果

 DXの推進に向けた取組みの横展開、ノウハウの共有

 共同調達、共同利用により経費削減、住民の利便性向上

 マイナンバーカードの普及による安全・安心で利便性の高
いデジタル社会の実現

 県・市町村におけるDX人材の育成、確保

具体的手段

提案市町村：射水市、氷見市、砺波市、滑川市、立山町 対象市町村：全市町村

 IoT等を活用した県内共通の地域課題の解決や、情報システムの共同導入による経費削減、行政事務の効率化

 自治体の基幹系業務システムの標準化・共通化

 県・市町村によるICTサービス等の共同調達による県内サービスの統一化、マイナンバーカードの利活用、研修会等の共同開催

県担当課：デジタル化推進室、ワンチームとやま推進室、厚生企画課

○ 具体的連携施策

資料２

項目
2023（Ｒ５）年度 Ｒ６年度

（以降）4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◎ Ｒ５年度の取り組み事項

◎ 協議スケジュール・取り組み内容

① 市町村DX推進の支援
自治体DXに関する取組の共有・支援
（ＷＧで特徴的な取組を共有、県の体制強化・民間人材の採用）

② DX・働き方改革の推進
ＤＸ推進条例の制定、DX・働き方改革推進基本方針を見直し
新たな計画を策定

③ マイナンバーカードの普及・利活用促進
県・市町村による取得促進の取組実施、県独自のカード利活用
方法の実証、市町村や民間への横展開を検討

④ 基幹系業務システムの標準化
R7年度末に向けた標準準拠システム(２０業務)の導入準備

⑤ 県・市町村間のデータ連携の推進
県でデータ連携基盤を構築、
基盤の共同利用や県の基盤と市町村の基盤の連携の準備

⑥ その他個別事項
県・市町村共同での職員研修の実施、個別システムの共同調達

20業務の
現況調査

②ＤＸ・働き方改革の推進

④基幹系業務システムの
標準化・共通化

③マイナンバーカードの普及・
利活用促進

⑥その他取組事項 ・ＩＣＴに関する職員研修の実施
・被災者生活再建支援システムの共同調達（6月に事業者決定予定）
・電子契約サービスの横展開に向けた準備 など

県独自のカード利活用
方法について、市町村
や民間への横展開に向
け検討

ICT研修等の
継続実施

事業者への
情報提供依頼

外字の統一作業など標準化に向けたデータ移行準備 など

カード利活用優良事例の調査・共有

パッケージ・業者選定
の手続き開始

調達方針・仕様書の作成

マイナンバーカード利活用の実証事業 利活用の取組を協議

業者選定、
R7年度末までの
標準準拠システム
の導入

電子契約システム
の共同調達

随時ＷＧで自治体DXに関する取組の共有・支援①市町村DX推進の支援

県内市町村の意見を聞きながらDX推進条例を制定
条例及び計画に基づき、
ＤＸ・働き方改革を推進

⑤県・市町村間のデータ連携
の推進

県のデータ連携基盤の
仕様書作成

基盤の共同利用や基
盤の連携の実施

市町村のDX推進を支援

共同利用や基盤連携に関する市
町村の意向確認

業者選定手続 構築
運用
テスト

費用負担等
の協議

予算措置



○ 現状と課題

連携事項名 こども・子育て施策の連携・強化

○目標（目指す姿）

●近年、少子高齢化や核家族化の進行、共働き世

帯の増加、地域の関わりの希薄化により、こど

もや子育て家庭の孤立・貧困や地域の子育て力

の低下などが顕在化し、喫緊の課題となっている。

課 題

県担当課：こども家庭室

現 状

○ 具体的連携施策 効 果

具体的手段

提案市町村：高岡市、射水市、魚津市、砺波市、県 対象市町村：全市町村

●子育て家庭への経済的支援や保育の充実、困難を抱える

こどもや子育て家庭への支援など、全市町村と連携して取

り組む「こども・子育て施策」について、ワンチームでの連携

体制を強化し、切れ目のない包括的な支援策を推進

●未来を担うこどもたちの健やかな成長と全てのこどもが幸せな状態（ウェルビーイング）で成長し、社会で活躍していけるよう、

地域の人々が支え合い、誰一人取り残さない「こどもまんなか共生社会」を目指す。

● 国では、こども基本法の制定やこども家庭庁の設置（Ｒ５年

４月施行）、こども・子育て政策の強化について（試案）の公

表（R５年３月）などにより、こども政策を強力に推進

● 県では、昨年４月に設置した「こども家庭室」をこども家庭

庁の体制に沿った３課体制に拡充するなど、さらなる体制

の強化を図っている。

●市町村とともに、こども・子育てに関する課題を共有し、

包括的な支援策を協議し、施策の実現につなげる。

●県全域を対象とした、こども・子育て支援の推進により、

こどもや家族、地域の人々は、市町村の区切りを考慮

することなく、支援策を享受できる。

項目
2023（Ｒ５）年度

Ｒ６年度
（以降）

当面の目標

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◎ 協議スケジュール・取り組み内容

◎ Ｒ5年度の取り組み事項

県・市町村
等が連携した
ヤングケアラー
への支援

 出産・子育て支援

・出産・子育て応援交付金と子育て応援券を統合
した新たな子育てポイント制度の創設

 ヤングケアラーへの支援

・県・市町村における支援・連携体制の構築
・支援ガイドラインの策定
・県、市町村、関係機関等の合同研修会の実施

 保育環境の充実

・保育人材の確保策
・病児・病後児保育の利便性の向上や広域化
・第3子以降の保育料無償化の対象拡充

 様々な困難を抱えるこどもへの支援

・こどもの居場所づくりの推進
・相談体制、包括的な支援策

ヤングケアラー
への支援

支援
ガイド
ライン
策定合同研修会① 合同研修会②

ヤングケアラー支援ガイドラインの検討

出産・子育て支援
新たな子育て
ポイント制度の
導入

導入
準備、
テスト

新規登録店舗・施設の開拓、
広報の方法（新システムのPR
など）等の検討

マニュアル作成、
事前説明会、広報

新システム（アプリ）
設計、使途の拡充
等の検討

保育環境の充実
①人材確保
②病児・病後児

保育
③保育料無償化

③検討・協議 内容合意

②現状把握・調査 検討・協議

新たな連携
事業の内容
合意

①ニーズ把握・事例共有 制度詳細設計・
準備

検討・協議 ①新事業実施

②広域化の実施

③拡充策実施

Ｒ６年度からの導
入

①県・市町村協
働による新た
な取組み

②広域化の実現
③無償化の対象

拡充

・相談体制・関係機
関との連携体制の
構築

・支援ガイドラインの
策定

・県・市町村協働に
よる新たな取組み

ヤングケアラー相談窓口の設置、
関係機関との連携体制の構築等

ヤングケアラー
実態調査の分析・
課題の整理

こどもの生活状況調査の
分析・課題の整理

県・市町村が
連携した包括的
支援

様々な困難を抱え
るこどもへの支援

分析を踏まえた
支援策の検討

新たな連携事
業の内容合意
必要に応じて県・市町村で予算化

R6年度からの
連携事業実施

分析を踏まえた対応策の検討 必要に応じて県・市町村で予算化

必要に応じて県・市町村で予算化

必要に応じて県・市町村で予算化



連携事項名 観光再始動に向けた受入体制整備

○目標（目指す姿）

県担当課：観光振興室提案市町村：射水市、県 対象市町村：全市町村

●敦賀開業・北陸DCや黒部宇奈月キャニオンルートの一般開放、インバウンドの回復を含めた観光再始動に対応するため、受

入体制整備を促進し、富山ならではの満足度の高い上質な観光を提供することにより、「選ばれ続ける観光地」を目指す。

○ 現状と課題
●新型コロナで弱体化した観光の再始動に向け、敦

賀開業や黒部宇奈月キャニオンルートの一般開放

等の効果を最大化するため、観光事業者・県民・

行政が一体となった受入体制整備が必要である。

●人口減少時代において、交流人口の拡大、旅行者の

消費増大を図る必要があるが、訪日外国人旅行者や

高付加価値旅行者を対象とした広域周遊観光の受

入体制を市町村単位で構築するのは限界がある。

課 題

現 状

●新型コロナにより本県の観光は大きな影響を受けたが、観光

入込客数は令和２年を底に回復してきている。

●令和４年10月には水際対策が大幅に緩和され、インバウンド

が再開されている。

●令和６年には、敦賀開業や黒部宇奈月キャニオンルートの一

般開放など本県観光を飛躍させる絶好の機会を迎える。

○ 具体的連携施策

効 果具体的手段

●「富山で休もう」ワンチーム会議を設置し、県・DMO・市町村が

連携して高付加価値なコンテンツ造成や満足度の高い受入

環境整備、デジタルを活用した情報発信を促進するとともに、

効果的な旅行商品の販売体制（OTAなど）を検討。

●県内一体で受入体制を整備することにより、滞在時間の

増加や消費額の向上を図り、地域全体が潤う持続的な観

光地づくりにつなげる。

項目
2023（Ｒ５）年度 Ｒ６年度（以降）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◎ 協議スケジュール・取り組み内容

◎ Ｒ５年度の取り組み事項

WG
①

●インバウンド対応を含む受入環境整備

・案内板、メニュー、宿泊施設等の改修・高付加価値化、県内周
遊の促進

●観光資源の磨き上げ・旅行商品造成

・食や景観など本県の強みを活かした高付加価値な商品・サービ

ス造成

●情報発信の促進

・プレＤＣ、全国宣伝販売促進会議、大手旅行会社のキャンペーン
・メディアを対象とした観光ＰＲ会議

●効果的な旅行商品の販売体制（海外向けＯＴＡなど）

・先進事例の調査・情報収集
・運営主体・財源等の検討

WG
②

WG
③

WG
④

観光資源の磨き上
げ、旅行商品造成

情報発信の促進

効果的な旅行商品
の販売体制（海外
向けＯＴＡなど）

受入環境整備

先進事例の調査・情報収集、運営主体・財源等の検討

インバウンド対応を含む受入環境整備の実施（国・県補助等を活用）

大手旅行会社のキャンペーン（上期・下期）

全国宣伝販
売促進会議

観光資源の磨き上げ、旅行商品造成
（国庫補助・県補助等を活用）
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R6上期用
商品集作成

Japanese Beauty Hokurikuｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

プレＤＣ



連携項目名
（提案市町村）

主な検討事項 担当部局 WG開催状況

自治体行政のデジタル化
（射水市、氷見市、砺波市、滑川市、立山町）

・情報システムの共同導入による経費削減等
・自治体の基幹系業務システムの統一・標準化
・マイナンバーカードの利活用による県内サービス
の統一化等

知事政策局
（まとめ）
地方創生局
厚生部

令和4年度に引き続いて
4/24：IT担当課長会議
4/26：クラウド関係会議も活用し協議

こども・子育て施策の連携・強化
（高岡市、射水市、魚津市、砺波市、県）

・出産・子育て支援
・保育環境の充実
・ヤングケアラーへの支援
・様々な困難を抱えるこどもへの支援

厚生部
・4/19に第1回WG会議を実施（全市町村出席）
・WGにて、各検討項目の現状・課題、今年度の協議
スケジュールや当面の目標について共有し、協議

観光再始動に向けた受入体制整備
（射水市、県）

・インバウンド対応を含む受入環境整備
・観光資源の磨き上げ・旅行商品造成
・情報発信の促進
・効果的な旅行商品の販売体制（海外向けＯＴＡな
ど）

地方創生局

〇2/22　WG会議を実施
・WG設置の趣旨、黒部宇奈月キャニオンルート、北陸
ＤＣなど主要な取組みや、受入体制整備の方向性を
共有
〇4/25　令和5年度 第1回WG会議を実施
・敦賀開業、北陸DCに向けた受入環境整備や情報発
信等の取組み状況について意見交換、各市町村の
各種取組や現場の課題感等を共有
・県と各市町村における出向宣伝や物産展等の開催
予定を共有

「ワンチームとやま」連携推進本部　令和５年度連携推進項目のWG取り組み状況について 参考



                             

「ワンチームとやま」連携推進本部 年間スケジュール 

 

 

令和２年度 

Ｒ３. １.１０ ※雪害対策への協力に関する臨時会議（WEB） 

Ｒ３. １.１９ 「ワンチームとやま」連携推進本部会議設置 

Ｒ３． ２．２２ ※新型コロナワクチン接種に関する臨時会議（対面＋WEB） 

令和３年度 

Ｒ３. ５.１４ ※新型コロナワクチンの高齢者向け接種等に関する臨時会議（WEB） 

Ｒ３. ６. ４ 第１回本部会議の開催 

Ｒ３. ８.３１ 第２回本部会議の開催（WEB） 

Ｒ３．１０．２９ 第３回本部会議の開催 

Ｒ３.１２. ８ ※新型コロナウイルス対策に関する臨時会議（WEB） 

Ｒ４. １.２０ 第４回本部会議の開催 

Ｒ４. ３. ４ ※新型コロナウイルス感染症対策に関する臨時会議(WEB) 

令和４年度 

Ｒ４. ５．１６ 第１回本部会議の開催 

Ｒ４. ８.３０ 第２回本部会議の開催（WEB） 

Ｒ４．１０．１７ 第３回本部会議の開催 

Ｒ５. １．１９ 第４回本部会議の開催 

令和５年度 

Ｒ５． ５．１８ 

 

第１回本部会議の開催(web) 

①令和５年度連携推進項目の取り組み内容等の報告 

②〃スケジュール 

Ｒ５． ８下旬 

 

第２回本部会議の開催 

① 連携推進項目の取り組みの進捗状況等の報告 

Ｒ５．１１上旬 

 

第３回本部会議の開催 

① 連携推進項目の取り組みの中間報告 

Ｒ６． １下旬 

 

第４回本部会議の開催 

①令和５年度連携推進項目の取り組み結果報告  

②新年度の取り組み方針・項目の協議・決定 

資料３ 



ウ ェ ルビーイ ングの推進について 

令和５ 年５ 月 18 日 

知事政策局成長戦略室 
 

県では、 県民を はじ め多く の皆様に、 ウ ェ ルビ ーイ ン グ を 知り ・ 感じ て、「 自分ご と 」 と

し て捉えていただく と と も に、身近なこ と から ウ ェ ルビ ーイ ン グ 向上の行動に繋げていただ

く ため、“ 国際幸福デー” ( 3/20) に合わせ、 次のと おり 特設サイ ト を 開設し ま し た。  

市町村におかれても 、ウ ェ ルビ ーイ ン グを 意識し た施策推進の参考と し ていただければと

存じ ま す。  
 

１ ． サイ ト 名 「 わたし の、 みんなのウ ェ ルビ ーイ ン グ ・ アク ショ ン ！」  

（ ht t ps: //wel l bei ng. pr ef . t oyama. j p/）  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ． 主なコ ン テンツ  

（ １ ） わたし のウ ェ ルビ ーイ ン グ・ アク ショ ン ！ 

①「 ウ ェ ルビ ーイ ン グ ・ チェ ッ ク ！」  

富山県ウ ェ ルビ ーイ ン グ 指標に基づく 設問に回答する こ と で、 ご 自身のウ ェ ルビ ー

イ ン グ の状態を 花の形で表し ま す。（ ユーザー登録によ り 前回結果と の比較も 可能）  

（ 基本情報 8～9 問、 あ なたの実感 47 問、 所要時間 5 分程度）  

②「 みんなのウ ェ ルビ ーイ ング の花を 見る 」  

ウ ェ ブ上でのウ ェ ルビ ーイ ン グ・ チェ ッ ク の集計結果や、  

別途実施し た県民意識調査の結果を 集計し 、 花のかたちで表示。  

（ 回答者の属性を 絞り 込んでの表示も 可能）  

   ⇒ 居住地域の属性は富山県全域のほか、 県内は４ 地域（ 新川、  

富山、 高岡・ 射水、 砺波） に区分し て表示可能 
 

（ ２ ） みんなのウ ェ ルビ ーイ ン グ・ アク ショ ン ！ 

①「 し あ わせる 。 100 のたね」  

富山県でいき いき と 活動さ れている 皆様の、 十人十色のウ ェ ルビ ーイ ン グ・ ス ト ー

リ ーを 紹介。（ 毎週更新を 予定し 、 最終的に 100 のス ト ーリ ーを 掲載予定）  

②「 おし えて！あなたのウ ェ ルビ ーイ ン グ・ アク ショ ン ！」  

県民の皆様がいき いき と 取り 組ま れている 活動や、 企業・ 団体等で行っ ている 取組

みなど 、 ウ ェ ルビ ーイ ン グ に関連し たアク ショ ンを 幅広く 募集し 、 サイ ト 内で紹介。  
 

※昨年度実施し た県民意識調査結果について、 活用等の希望があ り ま し たら ご 相談下さ い。 

参考資料１

https://wellbeing.pref.toyama.jp/


共同プロモーションの実施

連携のポイント・成果

令和４年度連携推進項目の取組み紹介 （農林水産物等の輸出促進）

 富山市と「国際食品・飲食展」へ共同で出展

 イベント名

 会 場 東京ビッグサイト

 会 期 2023年３月７日㈫～10日㈰

 規 模 出展者2,562社（3,144ブース）うち、海外1,586社（1,968ブース）

来場者73,789人(４日間)（前年33,726人）

従来から大型化した富山県ブース

○ 富山市は市内事業者へ、県は県内事業者へと出展者
募集を行い、出展者を調整

○ 富山県としての出展規模を確保、アピールの効果が
高まる（当初2ブース→全4ブース）

① 本県からの出展者・・・・10事業者
(主な商品)大門素麺、味噌、昆布つゆ、だし、えごま油、だし巻玉子、

塩タブレット、富山ブラック、とろろ昆布、ノンアルコール飲料

② 対応客数 ・・・・5,346人（事業者聞き取り）
③ うち商談企業数 ・・・・673社（※）

※ その後は個々の事業者で商談成約に向け交渉

切れ目ない
来場者

海外からの人気が集まる調味料

海外の輸入規制に対応した商品

参考資料２



洗練された外国ブース等 会場の様子

メキシコ カナダ アメリカ

台湾 オーストラリア
（メルボルン）

コロンビア

イタリア フランス ベルギー中国（山東省） 日本（木桶仕込み醤油輸出促進コンソーシアム）
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[富山県市場戦略推進課調べ]

米 日本酒
水産物 その他

本県の輸出実績等

● 県産農林水産物等の輸出実績

輸出金額
（億円）

○輸出コミュニティ創設により、輸出への関心が高まる。(150者)

○Ｒ３年度から４年度にかけ、日本酒がアメリカ、欧州を中心に２割増、その他の品目では、干柿や鶏卵が大幅に伸びたほか、新たに健康
食品、冷菓が始まり、約４倍増となった。（速報値）

○リーディングプロジェクトでは、香港への混載輸出、フランス等への日本酒輸出を地域商社を中心に進めている。

速報値※

約31億円

※Ｒ４年度の輸出金額は現在調査中で、報告のあった金額をベースに推計し
た速報値。（全実績は５月末頃とりまとめ予定。）

順位 輸出先 輸出金額 主な商品

1 香港 6.9 米、鶏卵、アイスクリーム

2 マレーシア 6.3 健康食品

3 中国 5.3 健康食品、日本酒

4 アメリカ 3.6 健康食品、日本酒

5 台湾 2.1 日本酒、水産物、干柿

6 シンガポール 0.8 健康食品、日本酒

7 韓国 0.7 日本酒、健康食品

8 オーストラリア 0.6 味噌醤油、日本酒

9 タイ 0.6 水産物、味噌醤油

10 ベトナム 0.4 水産物、健康食品

(単位：億円)Ｒ４年度 国別輸出実績（上位10か国）


